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1. まえがき

水路通報の一時関係及び予告事項（以下一時関係という〕は、昭和56年では 45 3件が新たに発生し、 41 

5 件が削除され、有効項数として常~ 3 0 0～4 0 0件が残されている。との有効項数は、毎週人手Kよb更新

された台帳から年4回「一時関係及び予告一覧表」（別冊）として水路部から発行されている。

海洋研究室では、昭和54年度で「電子計算機Kよる水路情報の提供システム」を課題として、水路通報課と

協議のうえ、一時関係のファイノレ化と、任意時点での有効項数の検索及び別冊作成の資料を提供するととを目的

として研究を行った。現在、一時関係のファイノレの更新作業を毎週約2時間行うととKより、常K最新の時点で

ーの有効項数を出力するとともK、別冊用資料を5分以内で提供するととができ、ファイノレの新しい活用が可能と

友った。

2. データの構成

(1) ファイノレ

一時関係の項数K関連した海図（分図，ロラン等の加刷図を含む〕をそれぞれlレコードとして、地域、地域

どとの項数番号順K分類してAco Sシステムの標準形式 （SSF）で磁気テープKファイノレずる。データは、
昭和54年10月1日の有効項数から以後毎週更新されて、 57年9月2日現在14 7 7件がファイノレされてい

る。

(2) 更新データ

追加・削除をする更新データはカードを使用する。データ項目及び文字数を第1表K掲げる。項数の内容は見

出し文をカナ文字で分かち書きによ h読み易い形、カナ漢字変換のし易い形で記述し、 1 枚のカード~42 文字

まで、 42文字以上のときは2枚目のカート官記述し、最大83文字までとした。

(3）挿入・訂正・抹消するときのデータ

海図が新改版されたり廃版~f.l: ったとき、ファイル中の関係のある項数のととろへ挿入したり抹消したりする

必要がある。また、記述の訂正をするとともある。とれらのデータもカードで入力し、以下のデータ群で構成さ

れる。

(j) 挿入の場合

挿入個所（どのレコードの次K挿入するか）の指示カード 1枚

挿入指令カード 1枚
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挿入すべきデータカード（第 1表の書式K準ずる） 2枚

(jj) 抹消の場合

抹消するレコードの指示カードだけ 1枚

OiD 訂正する場合

訂正するレコードの指示カード 1枚

訂正すべきデータカード（第1表の書式K準じる） 2枚

3. プログラムの構成と機能

(1) 更新プログラム

( i) 更新データを入力して 1レコード12 3文字の情報K編集する（入力・編集）

(ii) 編集された更新データを地域毎の項数番号順K分類する（分類）

Oil) 前週のファイルのデータと照合してファイルの更新をする（併合、ファイル更新）

~~ 更新されたファイノレを入力して更新日（通報冊子発行日）vcなける有効項数を印字する。
通常はとの更新プログラムKより毎週ファイノレを更新し、最新の有効項数を出力する。ファイノレ更新日の

指示は、西暦年月日・水路通報冊子の発行号数をカードで入力し、以下の処理を行う。

付） 期日が過ぎれば無効vc~ る情報、例えば一時的な漁網定置、浮標設置、ポーリング作業実施などは、

期日と更新日を照合して事項削除を行う。

刷 新しく通報Vとより追加・削除される項数は、水路通報の発行号数を追記して追加・削除を行う。

(2) 別冊用資料作成プログラム

別冊発行日 （1月， 4月， 7月， 10月の各朔日）又は、間合わせ日付の西暦年月日・年・号数を指示すれば、

その時点K分ける期日の照合をして事項削除を行い、別冊用作成資料となる有効項数及び海図別項数を印字する。

特K海図別項数の出力書式は、別冊とほぼ同じ書式で印字される。

4. 訂正プログラム

挿入・抹消・訂正があった場合、そのつどファイノレの修正を行い、正しいファイルを確保する。

5. 一時関係ファイルのもつ有利性

(1) 即時性がある

(i) 毎週更新される一時関係は平均9件で、入手Kより台帳K記述するとき、同時K更新データを作成して

なけば常K更新時Kなける有効項数が得られる。

(ii) 期限の過ぎた事項削除は人手Kよらず行える。削除件数は昭和56年で41 5件中、通報Kよる削除が

1 4 8件、期限の過ぎた事項削除は26 7件Kも達している。

OiD 別冊用資料は海図別項数も含めて、 5分足らずで提供できる。

(2）統計資料の提供

項数の各レコードKは地域と、項数の内容の分類が符号化されている。との分類特号をキーとして、航行安

全関係、海域の開発、また測量や各種調査等の参考資料として航路標識の状況、岸壁の築造、過去の沈船の記

録、その他項数内容の出現頻度を統計したり、記録を調べるととができる。

(3) 海図情報処理システムへの資料提供

電子計算機Kよる水路情報の処理を行うKは、特K海図Kついての情報を管理するため、海図データベースの

開発が必要である。海図を管理する情報の中には、水路通報（一時関係を含む〉の情報も含まれねば友らない。

とれを台帳からとりだして入力するKは費用と時聞が問題となる。いま更新されているファイノレから海図番号を
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照合して有効項数を海図情報の項目として海図データベースK入れたり、削除したりするととが数分間の処理手

続きで可能K在る。

6. 現行ファイルの問題点

(ll 分図が符号で表わされているが、分図名との対応表が左いので印字のとき分図名の記述ができ左い。

(2) 地名（港名）や項数内容Kよる照合・検索が困難である。

(3) 項数の内容の分類があいまい左ので細分化の必要がある。

(4）数週間まえ、数カ月まえの任意時点での有効項数の検索は困難である。

スむすび

現在は単Kファイノレの更新と有効項数の提供だけK使われ、男lj冊作成の補助資料と左っている。今後、電子計

算機と接続できる日本語処理装置（現行のワードプロセッサでは、まだ不可能）vcより、漢字処理を行うとと、
出力がそのまま別冊の原稿として使用できるとと、自然、語Kよる検索や分類が可能であるととを目標として、フ

ァイル処理方式を進めて行けば更Kファイル使用の効果が上ると思われる。

終！？vc、とのファイルを現在も継続して作成K協力して下さっている水路通報課の沖野幸酌k路通報官・海洋
研究室の鈴木美枝子事務官K深〈感謝する。

第 1表入力データカードの書式
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内 ，，.” 
廿

海図番号

海図の小番号 または記号

分図コード

加刷コード（ロラン、デッカ等〉

項数番号

項数番号の添記

有効期限 または削除通報年月日か、水路通報（冊子）号数

関連書誌番号

地域コード

項数の内容分類コード

項数内容＊

有効、保留、削除の各コード 有効： o，保留： 1，削除： 2
カード逐次番号 （項数どとvc1，または2を記述）

＊ 項数内容が42文字をとえるときは、 2枚目のカードの 37欄から続けて記述する。 2枚目の 1欄

から36欄までは1枚目と共通

第2表 ファイル内のレコードの書式

番 番 字数 内 d廿t’ 

1 - 36 36 カード書式の内容と同じ

37-119 83 項数の内容

120-121 2 水路通報（冊子〉の号数

122 1 当四半期中か、それ以前の情報かのメモ。（空白及び1) 

123 1 有効、保留、削除のコード
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第3表地域コード表

コード I也 域 名 コード 地 域 名

1 日本沿岸 15 Gulf of Tatary 

2 北海道 16 朝鮮

3 本州北西岸 17 中国沿岸

4 本州北岸 18 南シナ海

5 本州東岸 19 Singapore Strait 

6 本州南岸 20 Maracca Strait 

7 四国 21 Borneo 

8 南方諸島（三宅島等〉 22 ピルマ海

9 瀬戸内海 23 Bag of Bengal 

10 豊後水道 24 北太平洋

11 九州 25 Aust ra 1 i a 

12 南西諸島 26 東シナ海

13 日本海 27 フィリピン沿岸

14 Siberia 99 その他 上記地域以外

第4表項数内容分類コード表

コード 項 数 内 tt 

1 地形変化（岸線、水深等地形の変化）

2 航路標識関係（航路標識の新設、廃止、変更等）

3 新発見浅所等（新発見の浅所、暗礁）

4 航行障害関係（沈船等航行障害）

5 海域工事（海域の工事、作業）

6 海域の演習（海域の演習、訓練）

7 航路関係（航路の新設、改定、指定等）

8 航泊関係（航・錨泊の楕lJ限、禁止）

9 海域構造物

10 海事法令

11 管制信号

12 漂流物

13 航行不自由船

14 海難関係

15 海上構造物（架空線、橋〉

16 漁業関係（漁業用施設の存在、操業等）

99 その他上記内容以外
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聞始

ディスクヘ
格納

地域別
旧マスター
ファイル

地域別

更新データ

ディスクヘ
格納

編集処理

分類

ディスクヘ

新マスター
ファイル

ディスクヘ
格納

回字処理

終了

第／図 更新プログラムの概要流れ図
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開始

地域別
新マスター
ファイル

ディスクヘ
格納 更新目指示

データ

回字処理 地域別有効項数

団字処理 地域別削除項数

海図別分類

印字処理 海図番号別有効項数

地域別有効項数

出力 ｜地域別削除項数

出力 ｜海図番号別有効項数

終了

第.2図 別冊用資都作成プログラム概要流れ図
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